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熊本県のがん登録の現状 

The present conditions of cancer registry in Kumamoto 

中村 貴美枝* 

 
１．熊本県の概況 

 熊本県は、九州の中央に位置しています。県

の総人口は、約 184 万人です。 

 2 次医療圏は、11 圏域あります。 

 

２．精度向上への展望 

 今後、熊本県の地域がん登録は、「院内がん

登録の充実」と「地域がん登録の充実」の 2

つの要因により精度向上が期待できます。 

(1) 院内がん登録の充実 

1) がん診療連携拠点病院の増加 

院内がん登録が必須要件である「がん診療

連携拠点病院」が、8 医療機関（県 1、地

域 7）に増えました。そのうち 4 病院は、

平成 20 年 2 月に指定された病院です。う

ち 5 医療機関が、熊本市内にあり、周囲の

医療圏域を担当しています。 

2) 熊本県がん診療連携協議会の活動 

熊本県がん診療連携協議会の「がん登録部

会」が院内がん登録参加促進指導助言活動

実施に向けて検討しております。この活動

は、がん診療連携拠点病院以外にも院内が

ん登録を普及させていく活動です。 

3) 熊本県がん対策推進計画の目標 

（全体目標）今後 10 年間の目標 

   ・ がんの年齢調整死亡率（75 歳未満）

を 20％減少させる。 

    82.3（平成 17 年人口 10 万対）→65.8 

   ・ すべてのがん患者及びその家族の苦

痛の軽減並びに療養生活の質の向上 

  （個別目標） 平成 24 年度目標 

   ・ 県内における院内がん登録を実施す

る医療機関数を 14 施設（平成 19 年

10 月現在）を 20 施設以上とする。 

(2) 地域がん登録の充実 

（事業の歴史） 

平成 5 年 4 月 「熊本県地域がん登

録事業」開始 

平成 14 年 4 月 熊本県庁健康福祉部

健康増進課内に地域がん登録室が移転 

平成 15 年 4 月 熊本県庁健康福祉部

健康づくり推進課に組織編成 

平成 19 年 5 月 遡り調査開始（2004

年集計対象者） 

平成 19 年 12 月 標準データベースシ

ステム導入 

（登録室の現状） 

スタッフは、県職員 1 名（保健師）、オ

ペレータ 2 名（業務委託） 

届出票は、年間約 7,000～8,000 枚 

死亡小票は、年間約 18,000 枚 

 

３．今後の課題 

 地域がん登録データの精度向上が期待でき

るが、そのデータを有効活用していく方法の検

討が必要です。 

４．まとめ 

 熊本県の地域がん登録のデータは精度向上
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が期待できることから、今後ますます必要とさ

れますが、継続させていくためには、国立がん

センターや他県からの支援が必要不可欠です。

今後とも、関係者の皆様のご支援をお願いいた

します。

Summary 

The outline of the Kumamoto Prefecture cancer registry including the current situation of 

community based cancer registry and hospital based cancer registries was described. We have great 

expectation for improvement the quality of the cancer registry in Kumamoto mainly by improving 

the hospital based cancer registries and increasing the number of hospitals that conduct cancer 

registries. 




